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用行義塾に関係した日向家の人々についての新情報～墓石等の記録から～ 
The New Information on the important persons of YOI{KO11-GIJYUKU, the first elementary school 














































































































































































































































































＋ 日 日 	 そのようにして筆者が判読U直し 
向 向 た碑文の内容を示したものが資料 1 
見煮書 である。これに関しては、初めに以 
其 作 徳 下の注記を参照して頂きたい。 
郷 緯 碑 	 （1）今回の再解読に際しては、((2)) 
章 義 
	 《4》の文書も参考資料としたが、 




村 十 本 	 を参考にしていながら、その文書 
氏 一 報 	 自体を示さないのはアンフェアの 






















































































































































































































































































   
王 置1 草‘ 








日向君彰徳碑 大日本報徳社社長 従三位勲二等 岡田良平 葉精【築書による題字。それのみ岡田による】 
日向君は、本姓は源で‘謝【故人の隠された実名】は義一という。11 代前の祖先に嘗を義見という右衛門があり、 
それ以降、遠州国山名郡菌呆郷【国本村は明治 8年以降の村名】の友身村【久努村は国本村ほかが合併して明治 22 年に出
来た村名。従って国本と久努の村名が並立することは本来ありえないはずだが、碑文が書かれた大正時代にはそれらの詳細は忘れられ
ているようである。また、11代前の先祖の時代にもこれらの村名はないはずである。】に住むことになった。君は安政 2年 11月 
12 日にその郷で生まれた。考【亡父のこと】は平三郎で、批【ひ。亡繰のこと】は氏は高村、名は登美という。君は幼 
きと二一 	 “っらん し上う 	 なががみ 
い時より穎悟【賢く優れていること】で、用行義塾に学び、出藍の称【「出藍の誉」と同義であろう】あり。明治 6年長王 
郡【現・浜松市の一部】富屋敷小学校【現・南の星小学校〔旧.嶺小学校〕．鼻ill小学校．芳川北小学校の最前身校】の教員と
なり、翌年には久津部村の副戸長兼学校幹事となる。以来その治績は 22 年になる。同村の助役、さらに進んで 
村長となり、退職後は農会長、茶業連合会議員、村会議員、勧業衛生委員を奉職し、悟動【真面目に務めるニと】に 
せ‘竺L 	 だ‘、あ 	 かつ 	 げきせつ 
して声誉【良い評判】を大に揚ぐlあげる】。嘗て【それより前】報徳要義を掛川農学舎で聴き、撃節【大に共感する様】 





， 	 たヤ 	 すい 
の久しきにわたり、倦まず擁まず続けた。その経費はみな【謹作が】自弁した。推【その後の移り変わり】を見て、結 




















溝を地域に開き 村民を休め 農政に参じ 羅を周りに議ぐ 
報徳を信じ 嘉暴【よい企て】を賄す 蒜々たり【盛んな様】し其の行い 幾竿議【秋は年の意味。何千 
年もの後世まで伝えたい、の意】 
大正 8年紀元節日【2月 21日】 大日本報徳社諭鼻私立讐松学舎主 橋本鶴堂鍵【撰は詩文を作ること】且っ書【橋本が
この碑文の文章を考え、実際に文字も書いたという意味】 
〔補注！I】は小栗による注記を意味する。） 





































































































原原鈴原足三横石足足 日 三松 石原鈴
員 事 


























勝 き欽い 康嘉文房辰道七伝次荘弥 
太 	 五次郎 





























































































































B 角 I キ朔ヲ日 （1評を） 
“和刃年朔げ日（社ー皇） 
年叔 3斗 I rj 	 、 









































































































と、墓石に刻された文字情報をまとめた表の 2 つである。 
2 つとも日向氏の手書きによるものである。ここでは、 
墓石の配置図は氏の手書きのものをそのまま示し、表は






























表 1 日向家の墓石に刻まれた文字情報 
墓石の
便宜Na 正面 右側 左側 備考 










義文 近久 男元 徹酉 里三 玄月 心廿 居七 士日 一
ハ 五 残 享 年 十 歳 
山名郡彦嶋村名倉長太夫二女 
明治七申戊九月四日残 享年七十歳 夫婦墓 










































13 早生追影童子 【不明】 
II 
（補注 1）ロは判読難の文宇。ルビ部分に「カ」を付したのは小栗によるもので、不確か（日向毅氏による）であることを意味する。 （補注2)「一」 
は何も情報がないことを示す。 （補注 3)【】内の文字は日向毅氏による。 （補注 4〕ルビ部分に「★」を付した漢字は、左に「号」、右に「希」 
のような文字を置いた漠字であるが、「号」の異体字に正にそれがあるので、「号」とした。 




















































と 1896年9月 21日となる。ここから享年60年 5 ケ月分












































る天保 7年 5月 14 日を、『対照表』 を用いて西暦に直す 
静岡理工科大学紀要 111
と 1836年6月 27 日になる。没年月日の西暦表示は既述
の通り 1896年9月 21日であるから、その差はおおよそ 
60 年 3 ケ月である。墓石には享年 60年 5 ケ月と記され
























氏 名 年齢 根拠となる記録 左の情報が収録されでいる拙稿の場所（出典1) 元の典拠史料（出典2) 











中山源三郎 14 歳 明治 S 年 7 月 25 日0)入塾記
録に、壬申年14とある。 
同上 同上 
中山曹一郎 17 歳 明治 5 年 7 月 28 日の入塾記
録に、壬申年17とある。 
同上 同上 




表3, 117 頁。 
『袋井市史 史料編
四 近代現代』3 12 
頁 










9 歳 7 月 21 日の出席簿の記録に
この年齢が記載されている 
同上 同上 










いっ 8 歳 7 月 21 日の掛席簿の記録に
この年齢が記載されている 
同上 同上 
はる 9 歳 7 月 21 日の出席簿の記録に
この年齢が記載されている 
同上 同上 
うた n歳 7 月 21 日の出席簿の記録に
この年齢が記載されている 
同上 同上 
庄次郎 14 歳 7 月 21 日の出席簿の記録に
この年齢が記載されている 
同上 同上 
瀬平 11 歳 7 月 21 日の出席簿の記緑に
この年齢が記載されている 
同上 同上 










8歳 7 月 21 日の出席簿の記録に
この年齢が記載されている 
同上 同上 
常吉 9 歳 7 月 21 日の出席簿の記録に
この年齢が記載されている 
同上 同上 
竹次郎 9 歳 7 月 21 日の出席簿の記録に
この年齢が記載されている 
同上 同上 
































































義塾発校の日は明治 5年6月 25 日であるが、これは改暦
前なので『対照表』 により西暦の年月日に変換すると 
1872 年 7月 30 日になる。すると、この時、日向平三郎 
(1836年6月 27日生）の年齢は 36歳1ケ月と数日、謹





























図 2 日向家の家系図 （日喧戴氏による手書きα家系図〔墓石租はりf囲から必要部分を抽出し、墓石及び「蹄」α靖確え更に日
向渉氏から酬青報等を加えて寸栗が清書したものb なお、各入の情報に関する根捜14 牲三（1のに言粒」1し,し） 
IEI鷲鷺皇T(1804一明治 7 
ロ算攻7耳三：1795 ~ 年；1874) 
ヌ2ス元手：1861) ~ 12時70才 









鰍2 年：1855- （脚I5ラ昨【 1関ト月醐］18 
大正7年；1918〕 	 年：1943) 118寺78 才、 





月没う、六女幾代（明治 37 年一明治 
時Df醐による】 
〔須磨子〕すま一乾一 










（明治 35 年：1902 







































































































2016年6月 28 日午後、静岡理工科大学に於いてである。その時、 
日向氏から、市販のスプリングノートに手書き及びワープロ文書の
貼付によって情報をまとめたもの 1冊と、写真 9 葉を拝借した。拝









〔3) r袋井市史・通史編』〔昭和 58年11月 3 日、袋井市史編纂委員
会編集、袋井市役所発行）1036頁。 
(4）拙稿「用行義塾の基礎的研究資料（その2) j（『静岡理工科大学


























第 23巻、2015 年）。 
(14｝筆者が墓石の実物を見たことにより見つけた、日向毅氏の手書








(16）加藤興三郎編『日本陰陽暦日対照表・下巻』(1993 年 9 月 30 




には変換できないことを知らないまま、天保 7年 5 月 14 日生まれ

























これによる）であり、それから丁度 65年前にあたる日は、1796年 5 
月 6 日ということになる。これを当時の日本の暦で示すと寛政 8年 
3月 29 日となる。生年月日が正確には分からないので、寛政 8年 
3 月が本当に正しい生れ月か否かも不確かである。グレゴリオ暦 
1796年2月 9 日は寛政 8年1月 1日であるから、2月 8 日以前
は寛政 7 年となる。従って同じ 1796 年であったとしても、グレゴリ
オ暦で 2月 9 日以降の生まれなら寛政8年となり、それより前なら









































にもないので不明であったが、日向渉氏から、没時は「昭和 18 年 



























た図1の墓誌の情報から、「須磨子」は「昭和 21年 3月 19 日」に
享年「54丁で亡くなっていることが分かる。しかしながら、明治 26 年 
(1893)と昭和21年（1946）の差は53年、但し昭和21年の誕生日
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